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多摩市は健幸まちづくりに取り組んでいます

　10月16日㈬は国際連合が定めた世
界の食料問題を考える「世界食料デ
ー」です。世界には、飢餓に苦しん
でいる人が大勢います。日本では、
年間約472万トン（家庭からは約236
万トン）のまだ食べられる食品が廃
棄されていると推計されています
（農林水産省および環境省　令和４
年度推計値）。これは、日本国民１
人１日当たりに換算するとおおよそ
茶碗１杯のご飯の量に相当します。

日常生活の中でちょっとした配慮をしよう

・買い過ぎに注意！
　冷蔵庫や戸棚などにある食材の在庫を確認
し、必要な分だけ買いましょう。
・買う時は手前に陳列されているものから
　賞味期限と消費期限の違いを正しく理解し、
手前に陳列されているものから取りましょう。
・正しい保存方法で保存
　誤った方法で保存すると、食品の劣化が早
くなる場合があります。
・食べきれる分だけ作る
　体調や健康、家族の予定を配慮し、食品ロ
スがでないように工夫をしましょう。
・食べ切る
　食事は好き嫌いなく、残さず食べましょう。
食べきれなかったものはリメイク料理やアレ
ンジレシピに挑戦しましょう。
・食べきり協力店を利用する
　食品ロス削減に取り組む店を、多摩市食べ

きり協力店として登録しています。 ID1002145

　「mottECO」は、食べ残しを自己責任で持ち
帰る行動の愛称で「持って行こ
う」「もっとエコ」との意味が
込められています。
ID1015134

10月30日は「食品ロス削減の日」

　令和元年10月に「食品ロスの削減の推進に
関する法律」が施行され、10月30日は「食品ロ
ス削減の日」に定められました。
10月は３R（リデュース・リユース・リサイ
クル）推進月間です
　資源やエネルギーの有効活用、環境負荷の
軽減など循環型社会の実現に向けて、３Rで
ごみの減量を心掛けましょう。

①リデュース（Reduce）
　物を大切に使い、ごみを減らす
・必要な物だけ買う
・買い物にマイバッグを持参する
・量り売りの商品を選ぶ
②リユース（Reuse）
　使える物は、繰り返し使う
・詰め替えできる製品を選ぶ
・いらなくなった物を譲り合う
③リサイクル（Recycℓe）
　ごみを資源として再び利用する
・ごみと資源の分別をする
・再生された製品を利用する
市は、①〜③の３Ｒにリフューズを加え、
４Ｒを推進しています
④リフューズ（Refuse）
　ごみを発生させないようにする
・いらない包装を断る
・�マイタンブラーを使い、使い捨て容器をも
らわない

10月は「食品ロス削減月間」です　　
日ごろの心がけで家庭からの「食品ロス」を減らしましょう！

パリ2024大会 感動をありがとうイベント開催！

d10月26日㈯午後２時～4時b総合体育館第1スポ
ーツホールc200人（申し込み先着順）nパリ2024大
会出場選手のトークショー・質問コーナー、国士舘
大学女子新体操部によるデモンストレーションなど
出演小林唄選手（アーティスティックスイミング：
多摩市が練習拠点）、土田和歌子選手（車いすマラ
ソン：多摩市在住）、吉岡美帆選手（セーリング：
多摩市在勤）、山田楓喜選手（サッカー：多摩市が
練習拠点）備考出演予定の選手は、ビデオ出演に変
わる場合あり ID1015841mi10月23日㈬午後5時ま
でに、公式ホームページのインターネット手続きま
たはファクシミリで、住所・氏名（ふりがな）・電話
番号・年齢・メールアドレス（ある方のみ）を、スポ
ーツ振興課☎︎（338）6954・v（371）3711へ

　パリ2024大会に出場した多摩市ゆかりの選手をお招きし、イベントを開催します！�パリ2024大会で活躍した選手
の貴重な話を聞けるトークショーや観客の皆さんからの質問コーナーも開催します。この機会に感動を与えたくれた
選手へ感謝を伝えましょう！�ぜひ、お申し込みください！

▲�山田　楓喜選手�
（男子サッカー５位）

©TOKYO�VERDY

▲�吉岡　美帆選手（写真下）�
（セーリング混合470級�
銀メダル）

▲�土田　和歌子選手�
（車いすマラソン６位）

▲�小林　唄選手�
（アーティスティック�
スイミングチーム総合５位）

ID 1002163i資源循環推進課
☎︎（338）6836・v（356）3919

直接廃棄※2

102 万トン
43％

食品製造業
117 万トン

50％

外食産業
60 万トン

25％

食品卸売業
10 万トン

4％

食品小売業
49 万トン

21％

食べ残し
100 万トン

43％
過剰除去※3

33 万トン
14％

発生量合計
236 万トン

発生量合計
236 万トン

事業系食品ロス（可食部）の業種別内訳※1 家庭系食品ロスの内訳

○我が国の食品ロスは 472万トン
○食品ロスのうち事業系は 236 万トン、家庭系は 236 万トンであり、
　食品ロス削減には、事業者と家庭双方の取り組みが必要になります。

発生要因の内訳
※１: 製造・卸・小売事業者
　製造・流通・調理の過程で発生する
規格外品、返品、売れ残りなどが食品
ロスになる

外食事業者
　作り過ぎ、食べ残しなどが食品ロス
になる

※２: 未開封の食品が食べずに捨てら
　れている
※３: 野菜の皮を厚くむき過ぎるなど、
　食べられる部分が捨てられている
※農林水産省および環境省「令和 4 年
　度推計」
※端数処理により合計と内訳の計が一
　致しないことがあります 

食べきれなかった料理は「m
モ ッ テ コ

ottECOボック
ス」で持ち帰りましょう！


